「鳥取市政懇話会」第３回観光資源の魅力アップにより観光客の大幅増加部会

　　　　　　　　　　　　　　　　　日　時　　平成１９年１１月３０日（金）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後１時３０分～４時

　　　　　　　　　　　　　　　　　場　所　　鳥取市役所第２庁舎　５階　第２会議室

○中原スタッフ　配付資料を説明。

＜配布資料＞
①鳥取砂丘の観光客の推移、②市内の宿泊施設の一覧、③観光情報発信について、④新聞記事（２枚）、⑤経済活性化戦略（議題とは関係し。様々な会議で市民に説明している資料）、⑥観光パンフレット（３種類）、⑦鳥取西道路と鳥取自動車道の資料（２種類）、⑧観光パンフレット（３種類）、⑨石見銀山と大山王国のチラシ（部会長提供）、⑩まちづくり通信

○部会長　砂丘観光客月別人数、経済活性化戦略などの資料は、砂丘観光入込客数目標値、平成22年度に270万人の実現に向けて議論するうえで、共通認識を持つためのもの。

· 堀田次長　砂丘のイベントは、平成19年度の砂丘イベントカレンダーで、5月27日のサンドボート選手権大会から12月下旬のイリュージョン、イリュージョンライブ。ただ、鳥取砂丘こどもの国のイベントは掲載なし。県と市、民間団体で組織する鳥取砂丘新発見伝実行委員会がすべてを掲載したイベントカレンダーを、鳥取空港、駅の観光案内所など主要な観光施設に配置し、またホームページで情報発信。今年は、砂丘イリュージョン関係のイベントがこれから。
砂丘と岩美・浦富・岩井・湯村の連携は、鳥取県を初め、行政、観光協会、各種団体等で構成する因幡・但馬広域観光キャンペーン実行委員会が、因幡地方、但馬地域の観光振興。主な事業内容は、観光宣伝活動を展開、広域マップの作成、関西エリアのラジオ番組での観光情報等発信。砂丘の月別観光客入込数は、平成16年が131万、平成17年が131万、平成18年が136万。砂丘の入り口、身障者対応のスロープ、リフト横、フレンド、ユニオン砂丘入口、５カ所に計７個のカウンターを設置してからの数値。1カ所にセンサーが2カ所、どっちが先に関知したかで人のイン、アウトをカウント。現場での手押しの数取器でとったものとの差を補正した数値。以前は周辺施設への聞き取り、県観光課が係数（パラメーター等）で推計値を算定。測定方法の違いで若干誤差。気象条件の影響を非常に受ける。1～2月は少ない。一番多いのは8月。その後低下。1～3月は非常に少ない。これがパターン。全体的には砂丘客入込客数は上昇傾向。冬のイリュージョン、サンドボード、新発見伝のイベント等も影響。観光客の多い時期の砂丘の現状は、渋滞、駐車場満杯、団体客でお店は満員御礼、個人客の食事はお断りの状況。不満や苦情が多い。ピークを外のころ、イベントで底上げを狙っている。鳥取自動車道開通後など、将来的な砂丘へのアクセスは、市内を通らないで、幹線道路で約15分。スムーズな砂丘への誘導が可能に。パーク・アンド・ライドは駐車場の確保が問題。現在、具体的な導入構想はない。
今年のゴールデンウイークはラッキョウ畑の農道を活用した新たなルートでシャトルバスを運行。渋滞は当然あるが、昨年のようなトラブルのない対応ができた。自動車道の開通で、観光客入込数の増加が想定される。関係部局で検討、対策を錬る。2009鳥取・因幡の祭典の実施は、こうした対策もあわせて議論。例えば平成19年5月3日から6日に、マイカー台数は577台、1,050台、248台、ゼロ、期間中でも日並び、天候で波がある。シャトルバス利用者数も同様。鳥取砂丘周辺交通対策はラッキョウ畑の農道に新しくルートを変え、運行方法も日本交通の自主的なものに変更。

県外への情報発信の方法は、鳥取県の東京、名古屋、大阪事務所で、鳥取県観光連盟のプロモーターがいる。ＪＴＢ、近畿日本ツーリストなどでノウハウや人的コネクションを持つ。地元の観光商品の情報を発信。鳥取市の観光商品のPR、販路拡大も。鳥取市も大阪事務所に職員を2名配置。関東、中京、関西のエージェントやマスコミを集めて観光情報説明会等を開催。　鳥取市の観光大使、市出身者、ゆかりの方で東京、名古屋、大阪で活躍している方を観光大使に任命。市の観光ＰＲ、砂の美術館等のＰＲ。ホームページで情報発信、TV、ラジオでのスポット広告。現場で一生懸命すれば、電波に。悪いことが流れるのは、砂丘の正しい認識を広める。プラスに理解。新発見伝事業の開催支援、ボランティア除草、春、秋の砂丘一斉清掃など、市民参加による魅力、景観の保全に。

観光協会のホームページにある鳥取市内宿泊施設一覧、鳥取温泉は収容人数477人。鳥取駅前、市街地は1,800人、砂丘近郊の民宿、ペンションで377人。砂丘の民宿は減少。民宿組合もない。高齢化、跡取り不足、民宿業ができない状況。広告では、「るるぶ」、「ぴあガイドブック」などの雑誌でも。砂の美術館は、専用のホームページの立ち上げでＰＲ等に努めました。開幕時朝のＮＨＫの全国放送、「おはよう日本」で取り上げてられた。民放でも情報番組の放映やスカパーの取材を受けて約半年間リピート放送。新聞等でもカラー版で一面に掲載。スーパーはくと車内広告。イベント広告は、県外でのイベント参加、鳥取市に県外客を呼び込むイベントを実施。県外での大きなイベントにブース等を設置。例えば、ラッキョウを横須賀のカレーフェスティバル、他に、尾道、呉、大阪、「ふるさとの食にっぽんの食」、阪神競馬場、岡山桃太郎祭りでのＰＲ。県内に誘致してのＰＲはクラブツーリズム、３，０００人を招致。イリュージョンをラジオで。旅行ツアーを数多く実施。具体的なコースを商品として旅行会社にＰＲ。鳥取への旅行が企画され、県外からの観光客が訪れている。先ほどのクラブツーリズム（関東圏だけでも270万人の会員）の情報をまとめた冊子がある。県内4市の市長会が食をテーマにした旅行商品を12月号で掲載。これを見た、会員のツアー客が来る。不特定多数にではないPR。砂丘のホテル計画、宿泊人数など縮小。審査会等で採択。その後は具体的な動きがない。提案された業者さんも国立公園内の規制を承知の上で事前協議。宿泊施設客数の基準が700人。高さは13メートルまで、既存建物を超えない程度。色彩も。折衝でごたごた。環境省も相談中と言うのみ。更地にするのは3月までに。12月ぐらいに程度整理、新年度からは新しい建物へ。第2回ゆるキャラカップ、2,100人の集客。大盛況。新聞記事で砂丘の情報発信に。
· 委員　この3年間で131万人から136万人に。市も業者も頑張っているがもう一つの伸び。平成18年5月の鳥取砂丘観光客数が16万5,436人、ゴールデンウイーク期間中は15万5,772人、5月3､4日の集中度が非常に高い。仕掛けで5月終わりも増加の可能性。

· 委員　昨年実際に見た。醜態が砂丘の周りではなく、湖山のところから。砂丘とリアス式海岸がある地形は、鳥取しかない。砂丘の宣伝と、リアス式海岸と砂丘を見る商品を。シャトルバスもそこを通る。広範囲の渋滞も少しは和らぐのでは。説明を聞くと、環境整備、イベント、情報発信、交通を考えられているが、実質的な疑問が。

· 堀田次長　もてなし的なところが悪いという苦情がある。そこを意識する必要がある。

· 委員　おもてなしは人による接客と、案内。駐車場、ＷＣを地図上に示す。河原の地図は、トイレも全部表示され丁寧。特にインターネット情報が非常に大事。
· 堀田次長　市民が関心を持ち、おもてなしに取り組みことが。

· 部会長　本題の砂丘に戻って、今後、有料の砂の美術館の集客アップの予想は。
· 堀田次長　25万人以上、有料を考慮した数値。昨年11万人の実績。採算が取れたら

· 委員　世界砂像フェスティバルの見込み数は。
· 堀田次長　目標はプラス20万人を想定。クリアすべき課題多い。渋滞問題など。
· 委員　砂の美術館は起爆剤。解決すべき課題、渋滞問題、宿泊施設キャパの少なさ、民宿はプライバシーの問題で敬遠。377人の恐らく半分ぐらいでは。宿泊施設が砂丘に必要、西側のホテル計画に理解。我々はイベントの主体となれない、提言するのみ。たとえば、お土産物屋などに個性がない、名物がない、イベントにあわせた営業していないなど。冬の砂丘に人が来るような企画は何かないでしょうか。
· 委員　イベントというより、お店の方の対応。
· 委員　砂丘イリュージョン、2年前は90％が市内の人。現在は。

· 堀田次長　車のナンバー調査、県外ナンバーが一昨年は約20％、昨年、10％。県外バスツアーで、昨年延べ３０台超え。継続が浸透に。
· 委員　問題は周辺のお店がもっと積極的に営業を、早く閉まる。

· 堀田次長　イルミネーションを一緒に盛り上げようというお店も。関係ないとする店も。経済的な問題、明日の営業の関係で。努力している店も。

· 委員　全般的な話で。鳥取砂丘の知名度は全国にある。来る目的は自然景観。鳥取砂丘のスケール感に感動。砂丘の景観の値打ちが問題。接客上のクレームもあろうが、想像より狭い、汚い、そうした苦情はどの程度なのかわからないが、整理し、自然景観の確保がスタート。滞在時間の増加には、砂丘の自然景観をいかに保ち、魅力をふやすか。冬の雪景色をライティング、夏になればいさり火、景観の売り出し方が。国立公園の規制との兼ね合いはあるが。以前、砂丘ステレオコンサートを実施。3万人、駅から観光バスが出て、再現は無理なのかと。規制の強化が。音楽ステージとしていい場所。砂の美術館はいい企画。常設的に定着すればいい。砂丘を軸にした鳥取県東部の旅行パターンは必要。所用時間、交通ルートなど具体的なメニューとして提示。団塊世代の旅は観光ルートや料金など、昼食箇所をメニュー提示。軸は砂丘で。広範囲、三朝温泉まで。移動手段、食事処、トイレの案内、もてなしになるのでは。ゆるキャラは砂丘とリンクするのは難しい。砂丘の上でできればいい。
· 委員　鳥取は自然がすばらしい。自然の素材を活かした季節のイベントを。
· 堀田次長　自然の砂丘の自然景観の維持は、ボランティア除草、一斉清掃。砂丘を財産として地域が守る。直接ではないが間接のもてなしになる。確かに特別保護地区の規制がある。学識者の意見を得て許可になるルールづくりをしている。砂丘景観では、たくがきが。風紋を見るための情報伝達が難しい。

· 委員　鳥取・因幡の祭典の実行委員会での意見や進み具合は。
· 堀田次長　各地域でのイベントを繋げて年間に。オープニング記念の砂像フェスティバル。これから細部に詰め。
· 委員　委員や役員の対応ばかり。市民に対する情報提供で盛り上げていかないと。浸透しない。後は大事。鳥取市の旧市内と新市内の連携。その他の町との連携。但馬も含めて。どうなっているのか。
· 堀田次長　市民に対しては段取りが始まった。各地域でのお祭り、イベントの団体との具体的な接触を急ピッチで。１市４町で連携し、プロジェクトチームなどで議論。

· 委員　今、因幡の祭典をなぜするのか。我々のポジションを明らかに。最初はあった。日本で最後に高速道路が開通したと。100年前の仁風閣ができたときのように。文化度を上げる啓発を大事に。
· 委員　砂の美術館は永久的になるか。
· 堀田次長　壊します。新たなテーマで作り直し。1年の開館は無理。時期等の検討を踏まえ、新しい魅力として考えていく。県内、市内の圏域での消費活動の活性化も当然。まずは地元を知ること。
· 委員　６月ならホタル展、県外から多い。紅葉もある、グラフは他の部会でも使えるいい資料。

· 委員　自然景観の大切さとして、風紋。早朝、タクシーを飛ばして風紋だけを見に来る方がいる。
· 堀田次長　鳥取砂丘はツアーで行くものではないという意見。バスで来て、土産物を買って帰る、本当は鳥取砂丘に行って鳥取の温泉とか、食とか、文化とか、いろいろ触れたくてもっと時間ない。昨今、団体旅行から個人旅行にシフト。地域経済が観光事業で活性化することを考える必要が。安いツアー客で数が増えても。

· 委員　問題は、対象はビギナーか、リピーターかという話。鳥取マニアとか砂丘マニアをどうやって増やすか。たとえば、大山王国。情報を常に流している。以前、砂丘とは圧倒的に情報量が違う。松江とも連携。砂丘版をだれがやるかが問題。連携の可能性として、城崎、香住など。

· 堀田次長　鳥取砂丘は周りがさめている。要は、情報発信のそのネタ、地域での取り組み、内容。砂丘は観光客の気持ちを敏感にとらえた対応する機能が退化しているよう。

· 委員　冬にリピーター的に鳥取大好き人をもっと増やす。
· 堀田次長　本当にイベントだけでいいのか。新たな取り組み、例えば文化、歴史とか、に触れるようなコース設定、いろんなジャンル別のコース設定。鳥取・因幡の祭典実行委員会でも、高速道路開通を契機に地域を見直そうという議論がある。
· 委員　広域連携、湯村温泉は砂丘等のパンフレットが結構置いてある。逆はあんまりない。岩美町の海岸との連携、そういうメニュー的なものも、遊覧船がある。今後の展開として。
· 堀田次長　行政が直接的にできるのは、その地域の魅力の情報発信。個々の事業者での情報発信は効率が悪い、うまくやられる方も当然あるが。いわゆる業務のすみ分け的なことも。

· 委員　メニューとして、遊覧して砂丘を見ては。
· 堀田次長　夏に、行政での具体的な支援で、砂丘から松島遊覧までの無料シャトルバスを試験的に運行。実績はそこそこ。来年以降はやり方を改善する。ホームページで情報発信、そういう連携はしている。今、ジオパークの動き。山陰海岸、砂丘を含め、京都、兵庫、鳥取の山陰海岸国立公園のエリアを地質公園、ジオというのは地球の地質的な地殻とかで、それの非常に歴史的な重みのあるものとしてＰＲ。観光振興に３県も地元市町村も各団体も連携して動き出した。
· 委員　やはり但馬の方とも交流してほしい。
· 委員　交通アクセスは課題なのですね。広報は、例えば石見銀山、ＪＲ西日本が作成している、トイレの場所など記載されている。ウオーキングにわかりやすいような。

· 委員　もてなしの心。ウオーキングもしたのですが、まだ地元がお客さんの対応になれていない。
· 堀田次長　世界遺産登録は早過ぎた。
· 委員　前の方がよかったような気が。今は展示もあんまりよくないような。実質的には今１３０万人台を砂像イベントとなどで２０万人ぐらいアップが市の計画。岩美町などとの連携、本当は仁風閣など、旧市内観光との連携がうまくいけば、もっとふえる可能性。
· 委員　市内から砂丘を案内する、駅前からの看板を。
· 委員　標識を見て行く。以前、福井県は標識が少なかった。逆に金沢が懇切丁寧。東尋坊に行けば、次の観光の案内、永平寺へはなど、３つほど観光案内が立っている。交通標識も県道、市道に至るまで。貧乏県だなと。角ごとに立てる必要はないが。地元にいてもイベント情報が少ない。学校からの情報、口コミ宣伝が多い。

· 堀田次長　砂丘でのイベントを家庭に配っても関心のない方は見ない。学校側も。

· 委員　子ども同士の話は早い。とにかく宣伝することは大事。
· 委員　鳥取砂丘を年賀状でＰＲ。実際に版下を県がした。市の経済活性化戦略の中で、基幹産業に観光産業の確立が。案内ナビ、おもてなしがプロ的な形。市民も。意識づけが大きな課題。
· 堀田次長　観光産業の確立として、鳥取ブランドの特産品づくり。二十世紀梨、ラッキョウなどはもとより、販売拡大を目指す。2009鳥取・因幡の祭典による鳥取砂丘の魅力向上、美術館やホテル問題、温泉活用を進めるための環境整備、広域観光の充実、米子－ソウル便を含めた国際観光の推進。地元企業による新製品開発と市場開拓の促進。大学発ベンチャー企業の創出も。雇用の拡大や企業の発展につながる企業誘致のための工業団地確保に動き始めた。産業人材の育成・確保のため、職業教育推進、具体的にはインターンシップ等の推進、コミュニティビジネスの取り組みも。また中心市街地の活性化、国際化に向けたまちづくり、これらには、協働、コミュニティーの充実が必要。人口増加、にぎわいのあるまちに取り組む必要。市、県、大学とか経済団体、金融機関、事業者、市民の活動団体の連携し目標に向かってそれぞれの分野で頑張る。
· 委員　砂丘のカウンターは、十六本松側にはない。我々のころ、遠足は全部鳥取砂丘。あの流れというのは鳥取市内の小・中・高ぐらいまでは。

○堀田次長　ありますね。

· 委員　遠足は、十六本松ですよね。
· 堀田次長　カウントに入れられればいいが、観光客と見るのか、学習、教育とするのか。
· 委員　地元民が子どもの時から、砂の上で遊んだ経験を持つことは、大きな経歴。

· 堀田次長　少なくなっている。鳥取砂丘は市民の宝、県民の宝、ひいては国宝。
· 委員　次回テーマは市民の意識をどう高めるかにしましょうか。
· 委員　2009鳥取・因幡の祭典にあわせて、砂丘に人をふやすためのイベントを考えて、施設整備とも大事。観光案内道路の標識は看板規制の難しさ。白兎海岸からわかれば一番いい。看板が無理なら、地図やパンフレットで案内。何キロぐらいで砂丘に着く、例えば白兎からならあと１０キロ、道路が無料になって西から、東から入ってくる。砂丘をメーンにした市内の観光情報。駐車場、食事処、宿泊、土産品も、駐車場台数100台とか50台とか。一連の地図に。イベント情報を別表に。裏表で。
· 堀田次長　道路標識は整理統合の流れ、検討委員会で審議しないと簡単にはできない時代。時代はカーナビ。ＩＴの活用、紙ベースだけではなく。
· 委員　IT活用は既に商工会議所が。経費が係り、難しさがあると。
· 委員　カーナビは鳥取三洋が、ゴリラが一番。
· 堀田次長　三洋のカーナビに鳥取の観光情報を重点的に、地域企業としてね。
＜市長参加…これまでの議論の概要を部会長が説明＞

· 竹内市長　初めて麒麟獅子バスに乗った。砂丘に行くには便利な足。鳥取砂丘に人をたくさん呼ぶという前提で考えると、乗り場、所用時間、ＰＲが必要。車はかりでなく、駅からの。バス乗客率等もあんまり調べていない。タクシーもありますが、ガイドの面を含めて。宿泊は、ホテルの計画を今月中に協定を結んで。岩美とか新温泉町との連携、駅周辺、吉岡、鹿野の宿泊地域もある。宿の砂丘観光ＰＲ体制、大量の観光客は宿泊とのセットでツアーを組む。個人旅行者にも。宿からの観光プランが必要。季節変動の件で、コンスタントに１０万ぐらい必要。1、2月対策は温泉、カニ。6月は蛍。６月の中旬まで可能性ある。蛍は日本一のレベル。
· 堀田次長　市内周辺の方と観光客の数の把握が困難。

· 竹内市長　市内旅館へのアンケートは。毎年蛍の常連客のある宿もある。
· 堀田次長　蛍の取り組みはそれが直接観光の全体の底上げになるかどうか。

· 竹内市長　砂丘で雨が降ったときの楽しみ方は問題。サンドパルはそれにこたえるもの。研究しなければ。
· 堀田次長　観光資源、観光地で６月は全国的に、梅雨時期で出足が鈍る。

· 竹内市長　研究して、報告を。

· 委員　大山も少ない。

· 竹内市長　全国の観光地も参考に。新しい可能性を発見するのに、大事なところ。
· 委員　一つの旅館で１年の間に１０日間だけでも、当てにできる期間があることはメリット。
· 委員　大山は夏山開きでたいまつ行列、上旬には大山ペンション村祭り、全く人が来ないことではないでしょう。
· 委員　5月に大体旅行する、連休で。夏休みまで。
· 委員　６月は無理。市内は別。

· 竹内市長　そうゆう作戦で、６月の集客をどこから、どんな内容で、では、地元の人が６月で楽しむ方法は何だというあたり。市民への浸透は、マスコミが。
· 委員　一番効率がいい、金をかけなくてもどんどん取材に来るというふうに。砂丘の６月にターゲットを絞ってはかなり無理がある。因幡全域、ここで論議するのは、例えばどういう売り込み方を６月にするのか。初めて鳥取に来た人は、砂丘に行こうかとなる。県中部の倉吉とか三朝ぐらいまで来た人は足を延ばして。逆に兵庫県北部だったら浜坂、城崎も、車なら。公共交通だとそういうルートがない。団体旅行が減り、個人や夫婦旅行が増加、団塊の世代は時間がある、ピーク時を避けて、魅力があれば来る。何を売り込むか、今一番人気は三丁目の夕日の「ＡＬＷＡＹＳ」の世界。無理やりではなくて、残っているところに手を加え、うまく売り出す。あの世代を呼び込む。鹿野町、智頭町はそう。木造校舎のアレンジで何か懐かしんでもらう。わらべ館も「ＡＬＷＡＹＳ」をターゲットに。孫と来て。苦しい部分はろうが。倉吉もう、空間に余り金をかけないで、何か付加価値をつけて。
· 竹内市長　西町の広場のあたりが懐かしさを生む。古い小学校の校舎、民家、出入り自由で遊べるとかあると。
· 委員　残念ながら地震と火事で、鹿野はいい材料が残っている。岩美の木造校舎、智頭の空間。
· 竹内市長　「ＡＬＷＡＹＳ」の世界ね。
· 委員　豊後高田がすごいですからね。
· 竹内市長　昭和30年代の。
· 委員　吉岡温泉だって思い切ってリメイクすれば。

· 竹内市長　市民への浸透は、緑化、草原化防止など随分ふえてきた。砂丘の位置づけが、逆にブレーキをかけるような風潮が多かった。切り替わりが必要。砂像が転換点を見出している。皆様の御意見を十分私自身がこの場で吸収し、いい知恵を出すほどの能力がない。クラブツーリズムは、3,000人来た。少なくとも年１回は、いい時期に来てもらいたい。船がポイントの一つだった、岩美町の。
· 堀田次長　山陰松島遊覧。
· 竹内市長　町中の初夢ロードに御協力をいただきたい。イリュージョンは、県民文化会館の木を飾って、鳥取市も庁舎の前の松の木にちょっと電飾をした。町中で飾りがつかないかな。袋川べりの桜にちょっと電飾をつけたらという提案もある。
· 委員　それはきれい。鳥取は自然が美しい。夜の町もにぎやかに。
· 委員　市内のイリュージョンをした方が。
· 委員　駅前から真っすぐに。
· 委員　商売もはやる。何で砂丘のイリュージョンにそこだけ一生懸命、金をかけるのかという意見も。
· 堀田次長　結局だれがやるかというところ。
· 竹内市長　当然町中のイリュージョンは商店街でないと成り立たない。
· 委員　結局はそう。
· 委員　スーパーはくとが着いたときは閉まっている。中心市街地の活性化の問題。６時半で閉めては、なぜ変えられないのか。初夢ロードも実際は日本海テレビさんが音頭をとられてやっている。市民の意識をどう高めるかになる。よそから来られた人は商店街でお金を落とす可能性がある。

· 竹内市長　使うところがない、何だか余りにも情けない。市内のイルミネーション、クリスマスツリーが商店街にないのは、全国探してもないような気が。町中のにぎわい、ソフトの方でも引き続き議論を。

· 委員　なぜ盛り上がらないのか、例えば情報が決めている、やらされている感じ。

· 委員　市民の中から盛り上がってくるのが一番強い。
· 委員　一人一人感性が違う。そこいらをくすぐる仕掛けを。自分の価値観があり、統一するのは難しい。
· 委員　やまびこ館で殿ダム展を実施。例年、2,000人が6,060人に。いろんな切り口ですれば、人が集まることを痛感。
· 委員　市民に浸透させるためには、情報を早く伝える。口コミだろうが、マスコミを利用。それから、歌は大事。
· 部会長　次回は4月市民意識をどう高めていくのかについて。本日は大変お忙しい中、ありがとうございました。
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